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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	佐藤麻衣子

	大 会 名　　　　　
	ＩＯＤＡヨーロッパ選手権大会

	開 催 地　　　　　
	ポルトガル　タヴィラ

	大 会 期 間    　　
	７月１日～９日


	チャーター艇

メーカー
	Blueblue
	マスト、ブーム

スプリット
	Optimax 
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	E&V


	気象について
	毎日暑いので、シーブリーズが入ってくるようだったが、いまいちしっかりとシーブリーズが入る日が少なかった。また、暑くて乾燥しているので、風速より風が軽い感じで軽風～順風のシリーズとなった。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	潮が強く、シリーズの後半戦はレース時間の途中に潮が強くなるようになり、フリートがゼネリコを連発し、待ち時間の多い大会になった。また１日の２レース目には潮は強くなるし、風は落ちるので、レース時間が長くなってしまい、選手達も待ち疲れていたように見えた。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	特に変わったことはなかった。

	　レースコース図
	スタンダードなＯＰのトラペゾイﾄﾞのコースでした。

	　コーチボート

　について
	スウェーデンとシェア。あちらは７人だったので、こちらと合わせて１１人でなかなか大変だったけど、コーチボートはかなり大きかったのでよかった。またガソリンもスウェーデンのコーチが買ってきてくれて、お金だけ割り勘にしてくれたので、手間も省け、大会側で入れるガソリンより随分安くいれることができた。


· 以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい

	　選手の特徴、体格


	上位は小柄な選手が多かった。軽風～順風シリーズならではな感じであった。日本人女子選手は小さくもなく、大きくもなくといったところだと思う。

	　艤装品について
	特に大きな問題はなかった。多くの選手が日本からラチェットブロックや、スプリットポールのハリヤード、バングのシートを持参していたので、自分のものを使っていたが、新しいものも問題なさそうではあった。

	　セッティング等
	日本チームと特に違った感じはないが、個人的にはもう少し細かく変えてもいいのかな、と思った。

	　海上での練習方法
	チーム内でのセーリング練習、他チームとのセーリング練習、他国と混ざってのミニレースなど。
（日本チームも同様に行った）

	　セーリング技術
	日本人が特に劣っていると思わない。基本技術は同じかもしくは上くらいに思える。

	　戦術、戦略など
	シーブリーズ特有の大きなシフトに対する戦術や後半戦は潮に対するスタートやコースなどの理解。
また、スタート前のコースに対するストラテジーが優れていたかも。

	　日本選手が

　劣っていること
	・スタートの技術。技術というか、スタート時の気持ちで負けてるところがあるかも。

・スタートの混戦などに気後れしてか、スタート前にいこうと思っている方に行けなかったりすることがあったり、スタートで精一杯になってどちらにいくか、考えれてなかったりするところ。

	　日本選手が

　勝っていること
	・トップスピードはあまりかわらないように見えた。
・セッティング等

	　日本チームとして

の課題
	日本チームの4人は、全員が自分の実力を出し切れた、とはあまり思えず、なぜそれが出来なかったのかというところをしっかりと考えるべきだと思う。外国人に囲まれてのレースに最初の頃は気後れしていたようにも見えたが、後半戦は大分良くなってきていた。しかしながらコンスタントに結果を出すことができなかったので、その点の改良が必要。

	　ＪＯＤＡへの要望
	今回は2次戦がなかったこともあるが、多くの選手が海外派遣のＮＴになることが目標で、その後のレースになると目標を失いがちになっているのではないかと思う。ＪＯＤＡとしてはＮＴ合宿等で技術ももちろん、チームワークももちろんですが、もう少し、レースに向けての考え方や、目標設定などそういう精神的なところを子供達に教えていったほうがいいのではないかと思った。

	　　　その他
	特になし


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

